

















































































































































































































































































































































































































































































































































南 九 州 地 域 科 学 研 究 所　所 報　第 33 号（2017）
４．結論
全３回の粘土遊びを通して、年長児の身体的発達と精神的発達を段階的に垣間見ることができた。其々の回で多少の課題
が明らかになったものの、環境設定や支援などは概ね良く、小学校の粘土造形で目標となる“つくりだす”につながる経験
ができたことは意義深い。今後、本実践を更に充実させるためには３回の活動内容を部分的に切り取り、年長児の学びや育
ちを確認しながら、時間をかけて丁寧に進める観点が必要になってくると考える。
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